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市
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会
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協
議
会
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「座
・暖
会
」

平
佐
西
地
区
で
は
、
今
年
度
三
つ
の
「子
ど
も
食
堂

（コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
）」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

喜
入
自
治
会
、
平
佐
権
現
原
自
治
会
、
三
堂
自
治

会
で
立
ち
上
げ
に
至
っ
た
三
つ
の
食
堂
の
共
通
点
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
・い
き
い
き
サ
ロ
ン
参
加
者
を
中
心
に
運

営
し
て
い
る
事
で
す
。

平
佐
権
現
原
自
治
会

の
参
加
者
の
平
均
年
齢

は
、
八
十
歳
。
メ
ニ
ュ
ー

は
毎
回
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

で
す
。
「細
く
長
く
続

く
居
場
所
に
な
れ
ば
い

い
な
」と
い
う
気
持
ち

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

喜
入
自
治
会
で
は
、
子

ど
も
育
成
会
と
連
携
。

三
堂
自
治
会
は
、
卓
球

台
を
購
入
す
る
等
、
世

代
間
交
流
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

平
佐
東
地
区
で
は
、
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

「は
ん
と
け
ん
体
操
」の
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
内
地
区
で
は
、
「第
一
回

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
住
民
主
体
の
話
し
合
い
の

場
で
あ
る
事
か
ら
、
日
頃
の
見
守
り
活
動
を
通
じ
て
感
じ

て
い
る
事
や
、
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ

峰
山
地
区
で
は
、
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂

ち
ょ
こ
っ

と
」が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

住民主体の話し合いから、様々な活動につながっています！

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
と
健
や

か
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
連
携
を
図
る
必
要

性
か
ら
「住
民
支
え
合

い
マ
ッ
プ
」に
意
欲
を

高
め
る
方
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
の
場
を

求
め
る
声
か
ら
「子
ど

も
食
堂
（コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
食
堂
）」に
興
味

を
示
さ
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
後
の
展
開
が
期
待

さ
れ
る
川
内
地
区
で

す
。

現
在
、
平
佐
東
地

区
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
の
福
祉
部
サ

ロ
ン
と
飯
母
自
治
会
の

サ
ロ
ン
の
二
か
所
で
、

は
ん
と
け
ん
体
操
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
地
区
文
化
祭

で
体
験
会
を
実
施
し

よ
う
と
思
っ
た
理
由
に

つ
い
て
福
祉
部
長
は
、

「平
佐
東
地
区
で
、

も
っ
と
は
ん
と
け
ん
体

操
に
取
り
組
む
人
が

増
え
、
健
康
で
長
生
き

で
き
る
人
が
増
え
る

事
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

元
々
「古
民
家
カ
フ
ェ

ち
ょ
こ
っ
と
」を
運
営

さ
れ
て
い
た
方
々
の
新

た
な
取
り
組
み
に
、
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
も
協
力
、
地
域
一
体

と
な
り
開
催
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

近
く
の
自
治
会
の
サ
ロ

ン
会
場
と
し
て
も
開
放

さ
れ
、
益
々
地
域
住
民

の
居
場
所
と
な
る
事
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
常
設
型
と

し
、
更
に
は
そ
の
場
を

活
用
し
て
、
学
習
支
援

等
も
取
り
入
れ
て
い
く

予
定
で
す
。
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